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「大学等における学生支援の取組状況に関する調査（平成２５年度）」 

集計報告（単純集計） 

 

 

2014（平成 26）年 12 月 

独立行政法人 日本学生支援機構 

 

 

このたび、大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況について調査を行い、その結果

を取りまとめました。調査結果は次のとおりです。 

 

 

【調査の概要】 

１．目的 

 大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況について調査し、学生支援に 

関するニーズを把握する。 

 

２．対象校 

 全国の各大学、短期大学及び高等専門学校  1, 183 校 

 

３．調査方法 

 当機構ホームページ上にダウンロード用回答票（Excel ファイル）を掲載し、 

 電子メールにて回答を受け付けた。 

 

４．調査時期 

 2013（平成 25）年 9 月 1 日現在 

 

５．回答校数 

 1, 122 校（総回収率 94.8％） 

 対象校数 回答校数 回収率 

大学 777 739 95.1% 

国立 86 85 98.8% 

公立 83 77 92.8% 

私立 608 577 94.9% 

短期大学 349 329 94.3% 

高等専門学校 57 54 94.7% 

総計 1183 1122 94.8% 

※「大学」には大学院大学、「短期大学」には短期大学部も含む。 
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６．調査内容 

 Ⅰ 学生支援に関する組織等 

 Ⅱ 修学支援 

 Ⅲ 就職支援・キャリア支援 

 Ⅳ 生活支援 

 Ⅴ 課外活動支援／ピア・サポート／ボランティア 

 Ⅵ 学生相談 

  

  



 

 

 

 

支援内容別

最も少なか

 

 

各学校種と

【今回（平成

修学支援
キャリア教育
就職支援
対人関係
メンタルヘル
障害学生支
生活支援
経済的支援
留学生支援
課外活動支
その他

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学

大学

学生支援

組織間で

Ⅰ 学生

の組織数で最

ったのは「経

も「恒常的な

成25年度）調

育

ルス
支援

援
援
支援

成25年度）調

恒

組

て

国立
公立
私立

学校

援に関する組

での連携のた

生支援に関す

最も多かった

経済的支援」

な委員会組織

調査】

（延べ数
22
17
15
21
19
22
18
15
16
15
1

調査】

恒常的な委員会

組織で連携につい

て協議

87.0

95.3
84.4
86.1
82.7
85.2

組織等の支

ための委員

する組織等

たのが「障害

となってい

  

 

織で連携につ

 

【参考

数）
274
703
576
101
990
277
848
537
631
570
186

修学支
学習支
学生相
キャリ
就職支
経済
生活支
課外活
障害学
留学生
その他

い

連携のための組

織等において協

2

1
0
2
2
0

支援内容別組

員会・組織等

等 
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害学生支援」

いる。 

ついて協議」

：前回（平成

支援
支援
相談
リア教育
支援
的支援
支援
活動支援
学生支援
生支援
他

組

協議

担当者が定

に集まって情

換や協議

2.0

1.2
0.0
2.4
2.7
0.0

組織数 

等の設置状

、次に多かっ

が 8 割を超

成22年度）調

定期的

情報交

担当者が

絡を取っ

2.4

2.4
3.9
2.3
4.6
1.9

状況 

ったのがほぼ

 

 

超えていた。

調査】

（延べ数）
1857
1757
2619
1515
1490
1460
1676
1488
1657
1486
258

が適宜連

っている

特に連

ない

5.4

1.2
3.9
6.2
6.1

11.1

ぼ同数で「修

 

連携はしてい 無

0.5

0.0
1.3
0.5
0.3
1.9

修学支援」、

 

無回答

2.6

0.0
6.5
2.4
3.6
0.0  



 

 

 

大学全体で

の順となって

 

 

 

 

大学全体で

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学校

大学

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学

大学

組織間で

学生の抱

かつ恒常

大学全体

は「生活支援

ている。また

は「設置して

成25年度）調
修学支

84.2

国立 90.2
公立 76.
私立 84.

81.
校 93.5

成25年度）調

設

国立
公立
私立

校

での連携のた

抱える課題

常的な組織

体 

援」が 91.2％

た、「留学生

ている」が 4

調査】
援 キャリア

教育

就職支

2 80.2 82

2 87.8 82
9 87.7 90
1 78.1 81
9 81.1 86
5 82.6 73

調査】

設置して

いる

設置

いな

47.6 5

67.1 3
31.2 6
47.0 5
42.9 5
46.3 5

ための委員

に対して包

の設置状況

％で最も高く

生への支援」

 

47.6％となっ

 

支援 対人関

係、心

理・性格

の相談

メン

ヘル

支援

2.2 78.7 8

2.9 78.0 7
0.8 78.5 8
1.0 78.9 8
6.5 78.6 7
3.9 78.3 7

して

ない
無回答

0.7 1.6

2.9 0.0
7.5 1.3
1.1 1.9
4.4 2.7
1.9 1.9

員会・組織等

包括的に対

況 
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、次に「課外

が最も低く

っている。ま

 

ンタル

ルスの

援

障害学生

への支援

生

80.2 80.9

74.4 90.2
83.1 75.4
80.8 80.0
78.3 73.7
76.1 89.1

等が所掌す

対応すること

外活動支援」

73.6％であ

また、国立大

生活支援 経済的支

援

91.2 86.5

98.8 98.8
86.2 84.6
90.6 84.7
89.3 79.0
89.1 84.8

する支援内

とを目的と

が 88.4％、

った。 

大学が 67.1％

留学生へ

の支援

課外活動

支援

73.6 88.4

81.7 93.9
69.2 89.2
72.8 87.5
60.5 87.2
78.3 91.3

容 

する領域横

「経済的支援

％で設置が進

動 その他 無回答

4 17.5 0

9 23.2 1
2 16.9 0
5 16.6 0
2 13.2 0
3 15.2 0

横断的

（複数回答

援」が 86.5％

 

 

進んでいる。

 

答

.5

.2

.0

.4

.7

.0

答可）

％

 



 

 

 

大学全体で

「障害学生へ

 

 

各学校種で

9 割前後で対

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学校

大学

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学校

大学

学生の抱

かつ恒常

学生の抱

大学全体

は「対人関係

への支援」、

は「ある程度

対応できてい

成25年度）調

修学支援

65.

国立 68.
公立 66.
私立 64.

64.
36.

成25年度）調

十分に

きて

国立
公立
私立

抱える課題

常的な組織

抱える多様で

体 

係、心理・性

「生活支援」

度対応できて

いると考えて

調査】

援 キャリア教

育

就職

1 41.5

4 57.9
7 54.2
2 36.9
5 43.3
0 16.0

調査】

対応で

いる

ある程度対

できてい

6.2 84

10.6 85
5.2 88
5.7 83
7.9 80
9.3 81

に対して包

が所掌する

で複合的な

性格の相談」

の順となっ

 

ている」が 8

ている。 

 

職支援 対人関係、

心理・性格

の相談

42.0 81.0

63.2 77.2
54.2 87.5
36.5 81.2
47.5 80.9
12.0 96.0

対応

る

あまり対応でき

ていない

4.3 7.0

5.9 1.2
8.3 5.2
3.5 8.1
0.2 9.4
1.5 7.4

包括的に対

る支援内容

な課題に対
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が 81.0％で

っている。

8 割を超えて

メンタルヘ

ルスの支援

障害学

の支援

78.4 7

73.7 8
83.3 7
79.0 7
79.4 7
96.0 10

き 全く対応できて

いない

0.0

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

対応すること

容 

する、学校

で最も高かっ

ていた。「十分

 

学生へ

援

生活支援 経

76.4 72.7

80.7 73.7
75.0 79.2
75.6 72.0
72.3 68.8
00.0 32.0

無回答

2.4

2.4
1.3
2.6
2.4
1.9

とを目的と

校の組織の

た。次に「メ

分に対応でき

経済的支援 留学生へ

支援

60.5 41.

64.9 40.
70.8 58.
58.7 40.
59.6 39.
12.0 12.

する領域横

対応状況 

メンタルヘル

きている」と

への 課外活動支

援

その

.8 63.1

.4 63.2

.3 70.8

.6 62.4

.7 58.9

.0 12.0

横断的

（複数回答

ルスの支援」、

 

と合わせると

 

の他 無回答

10.2 1.4

10.5 1.8
8.3 4.2

10.3 1.1
5.7 0.7
4.0 0.0

答可）

、

 

と



 

 

 

大学全体で

賞など）」が

【今回（平成

大学全体

短期大学 

高等専門学校 

大学

【参考：前回

修学支援・学習支

大学全体

国立
公立
私立

短期大学
高等専門学校

大学

【参考：前回
学業成績優秀者

大学全体

国

公

私

短期大学

高等専門学校

大学

修学支援

Ⅱ 修学

大学全体

は「保護者に

が 77.0％、「

成25年度）調

入学前

教育、補

習講座

の実施

オン

ン履

録、

確認

テム

入

73.5 7

国立 67.1 9

公立 39.0 7

私立 79.0 6

73.9 4

51.9 1

回（平成22年

支援として実施して

担任やア

ドバイ

ザーから

の（学生

に対す

る）定期

的な連絡

や確認

（学生が

作成す

る）ポート

フォリオ

の導入

69.3 16.2

立 66.7 35.7
立 63.6 9.1
立 70.5 14.3

78.1 7.9
83.0 20.8

回（平成22年
に対する支援の実

表彰制度

の導入

奨学金の

授与・授

業料免除

71.5 72.9

立 83.3 69.0

立 59.7 42.9

立 71.4 77.6

64.3 63.5

92.5 37.7

援の一環と

学支援 

体 

に対する成績

成績優秀者に

調査】

ンライ

履修登

成績

認シス

ムの導

学生が

作成する

ポート

フォリオ

の導入

アカデ

ミックア

バイジン

グ

72.4 32.3 68.5

90.6 56.5 68.2

75.3 35.1 58.4

69.3 28.4 69.8

44.7 20.4 64.7

3.0 37.0 24.1

年度）調査】

いる取組

ト

成績や出

席状況に

問題があ

る学生へ

の特別の

指導

オンライ

ン履修登

録、成績

確認シス

テムの導

入

保

対

績

88.0 62.6

79.8 89.3
88.3 55.8
89.2 59.5
93.0 38.8
86.8 9.4

修学支援

年度）調査】
実施状況
の

授

除

優秀学生

のための

特別な教

育プログ

ラムの提

供

その他

9 11.0 4.4

0 14.3 4.8

9 9.1 3.9

6 10.8 4.4

5 5.3 3.7

7 0.0 0.0

して実施し

績通知」が 8

に対する奨学

 

 

 

アド

ン

担任やア

ドバイ

ザーから

定期的な

連絡や

確認

学習スキ

ルのため

の授業

や課外

の講座を

開設

学

援

タ

お

別

5 70.9 70.1

2 75.3 80.0

4 58.4 61.0

8 71.9 69.8

7 76.9 60.5

1 83.3 29.6

保護者に

対する成

績通知

修学支援

を目的と

した、保

護者に対

する説明

会や相談

会等の実

施

その

83.2 58.9

69.0 38.1 1
48.1 19.5
90.1 67.3
80.9 51.4
98.1 75.5

実施して

いない

無回答

11.3 0.3

9.5 1.2

26.0 0.0

9.5 0.2

14.6 0.3

3.8 0.0

している取
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86.7％で最も

学金の授与

学習支

援セン

ター等に

おける個

別指導

上級生・

大学院

生による

学習サ

ポーター

成績

秀者

する

（学長

など

38.6 61.3 7

43.5 92.9 9

10.4 67.5 7

41.6 55.8 7

24.0 16.4 6

18.5 77.8 8

他 学習相談

窓口の設

置（何で

も相談や

教務系の

事務窓口

以外）

学習スキ

ル（レ

ポートの

書き方な

ど）のた

めの授

や課外

講座を開

設

5.9 32.3 60.9

3.1 33.3 61.9
5.2 23.4 49.4
4.9 33.4 62.4
4.5 18.8 52.8
1.9 24.5 20.8

組 

も高く、次に

・授業料免除

績優

者に対

る表彰

長賞

ど）

成績優

秀者に対

する奨学

金の授

与・授業

料免除

保護者に

対する成

績通知

7.0 76.9 86.7

0.6 78.8 80.0

1.4 48.1 62.3

5.7 80.4 91.0

9.6 66.0 84.5

7.0 75.9 96.3

キ

の

な

た

業

の

開

 （学生が

作成す

る）ポート

フォリオ

の導入

学習支援

センター

等におけ

る個別指

導

9 14.9 27.4

9 34.5 17.9
4 7.8 7.8
4 12.9 31.4
8 7.6 14.6
8 18.9 11.3

に「成績優秀

除」が 76.9％

に

成

修学支

援を目的

とした、

保護者に

対する説

明会

LMS-

ラーニン

グ・マネ

ジメント・

システム

図

付

た

ン

ン

置

7 62.1 38.7

0 45.9 67.1

3 22.1 26.0

0 69.8 36.2

5 53.8 17.0

3 68.5 31.5

学習支援

担当の教

員を採用

上級生・

大学院生

による学

習サポー

ターの設

置

高校

の知

学ぶ

の補

座の

14.0 28.1

10.7 50.0
5.2 26.0

15.7 25.1
4.2 6.2
3.8 54.7

学習支援

（複

秀者に対する

％の順となっ

図書館に

付設され

たラーニ

ングコモ

ンズの設

置

図書館と

は独立し

たラーニ

ングコモ

ンズの設

置

外国

のチャ

トルー

の設

48.6 36.7 15

76.5 61.2 21

51.9 37.7 18

44.0 32.9 13

28.9 24.0 8

42.6 40.7 3

校段階

知識を

ぶため

補習講

の開設

入学前教

育の実施

成績優

者に対

る表彰

（学長

など）

33.4 59.7 71

48.8 39.3 78
22.1 29.9 61
32.7 66.8 71
19.7 64.0 66
13.2 34.0 71

複数回答可） 

る表彰（学長

っている。

 

語

ャッ

ーム

置

その他 無回答

5.0 6.9 0.0

1.2 18.8 0.0

8.2 7.8 0.0

3.7 5.0 0.0

8.5 3.0 0.3

3.7 9.3 0.0

優秀

対す

彰

長賞

優秀な成

績や良好

な出席に

対するポ

イント制

度の導入

（いわゆ

る学習マ

イレー

ジ）

その他

1.0 2.3 4.8

8.6 4.8 11.9
1.0 1.3 2.6
1.2 2.1 4.1
6.6 0.8 7.9
1.7 1.9 1.9

長

 

 



 

 

 

「増えてい

次に「教員と

の順となって

【今回（平成

授業の内容

大学全体

短期大学
高等専門学校

大学

数学、物理など

大学全体

短期大学
高等専門学校

大学

レポートや論文

大学全体

短期大学
高等専門学校

大学

修学に関

大学全体

る」割合が最

との相性や人

ている。 

成25年度）調

増

国立
公立
私立

ど理系基礎に関す

増

国立
公立
私立

文の書き方

増

国立
公立
私立

関する相談の

体 

最も高いのは

人間関係」、

調査】

えている
あまり

かわらない

23.4 70.6

24.7 71.8
10.4 77.9
25.0 69.5
21.6 72.6
18.5 75.9

すること

えている
あまり

かわらない

18.3 70.9

23.5 71.8
9.1 77.9

18.7 69.8
10.0 72.3
31.5 61.1

えている
あまり

かわらない

25.7 67.9

25.9 69.4
14.3 75.3
27.2 66.7
27.7 65.0
24.1 66.7

の傾向 

は、大学全体

「レポートや

 

い
減っている 無

6 1.9

8 1.2
9 1.3
5 2.1
6 2.7
9 3.7

い
減っている 無

9 3.8

8 1.2
9 0.0
8 4.7
3 7.3
1 3.7

い
減っている 無

9 1.4

4 1.2
3 0.0
7 1.6
0 2.4
7 3.7
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体では「履修

や論文の書き

 

 

 

無回答

4.1

2.4
10.4
3.5
3.0
1.9

外国語

大学全

短期大
高等専

大学

無回答

7.0

3.5
13.0
6.8

10.3
3.7

ノートの

大学全

短期大
高等専

大学

無回答

5.0

3.5
10.4
4.5
4.9
5.6

ICTの使

大学全

短期大
高等専

大学

修登録・科目

方」、「授業に

語の勉強法

全体

国
公
私

大学
専門学校

の取り方

全体

国
公
私

大学
専門学校

使い方

全体

国
公
私

大学
専門学校

目選択につい

における友人

増えている

17.7

国立 28.2
公立 13.0
私立 16.8

7.9
31.5

増えている

9.9

国立 8.2
公立 3.9
私立 10.9

7.3
5.6

増えている

18.7

国立 21.2
公立 14.3
私立 18.9

17.6
7.4

いて」の 47.

人関係」、「授

あまり

かわらない
減って

74.8

68.2
76.6
75.6
81.5
63.0

あまり

かわらない
減って

81.2

85.9
81.8
80.4
83.0
85.2

あまり

かわらない
減って

70.8

71.8
70.1
70.7
71.4
83.3

1％であり、

授業の内容」

ている 無回答

2.3 5.1

0.0 3.5
0.0 10.4
2.9 4.7
4.9 5.8
0.0 5.6

ている 無回答

3.0 6.0

1.2 4.7
2.6 11.7
3.3 5.4
4.3 5.5
1.9 7.4

ている 無回答

3.7 6.9

2.4 4.7
3.9 11.7
3.8 6.6
3.3 7.6
1.9 7.4
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図書館等の利用法

増えている
あまり

かわらない
減っている 無回答

大学全体 12.9 76.9 4.3 6.0

国立 12.9 78.8 3.5 4.7
公立 6.5 77.9 2.6 13.0
私立 13.7 76.4 4.7 5.2

短期大学 9.1 79.9 5.5 5.5
高等専門学校 7.4 74.1 11.1 7.4

大学

履修登録・科目選択について

増えている
あまり

かわらない
減っている 無回答

大学全体 47.1 45.7 3.1 4.1

国立 47.1 49.4 2.4 1.2
公立 32.5 57.1 2.6 7.8
私立 49.0 43.7 3.3 4.0

短期大学 43.8 50.5 4.3 1.5
高等専門学校 13.0 77.8 5.6 3.7

大学

プレゼンテーションの方法

増えている
あまり

かわらない
減っている 無回答

大学全体 12.3 79.2 2.0 6.5

国立 14.1 80.0 1.2 4.7
公立 6.5 81.8 0.0 11.7
私立 12.8 78.7 2.4 6.1

短期大学 11.6 79.0 3.3 6.1
高等専門学校 18.5 75.9 0.0 5.6

大学

授業の進度やレベル

増えている
あまり

かわらない
減っている 無回答

大学全体 18.7 75.4 0.9 5.0

国立 16.5 78.8 1.2 3.5
公立 10.4 79.2 0.0 10.4
私立 20.1 74.4 1.0 4.5

短期大学 17.9 75.1 2.7 4.3
高等専門学校 20.4 72.2 1.9 5.6

大学

教員との相性や人間関係

増えている
あまり

かわらない
減っている 無回答

大学全体 35.0 58.6 1.4 5.0

国立 34.1 60.0 1.2 4.7
公立 26.0 63.6 1.3 9.1
私立 36.4 57.7 1.4 4.5

短期大学 32.2 61.4 2.4 4.0
高等専門学校 29.6 66.7 0.0 3.7

大学

授業における友人関係

増えている
あまり

かわらない
減っている 無回答

大学全体 25.4 67.3 1.4 6.0

国立 29.4 63.5 1.2 5.9
公立 14.3 72.7 2.6 10.4
私立 26.3 67.1 1.2 5.4

短期大学 28.0 66.0 1.2 4.9
高等専門学校 25.9 68.5 1.9 3.7

大学

教員の授業法や授業管理

増えている
あまり

かわらない
減っている 無回答

大学全体 18.1 74.4 2.4 5.0

国立 15.3 78.8 3.5 2.4
公立 9.1 77.9 2.6 10.4
私立 19.8 73.3 2.3 4.7

短期大学 20.7 73.9 2.1 3.3
高等専門学校 22.2 70.4 1.9 5.6

大学



 

 

 

大学全体で最

学生部等／学

【今回（平成

大学全体

国
公
私

短期大学
高等専門学校

大学

出席状況

大学全体

最も高いのが

学部・学科

成25年度）調
教務・学

生部等／

学部・学

科が、早

期発見の

ため出席

確認

教務

生部

学部

科が

目担

等に

調査

頼

53.9 5

国立 42.4 3
公立 35.1 3
私立 58.1 6

57.1 7
57.4 4

況が悪い学生

体 

が「学生と面

との間で、連

調査】
務・学

部等／

部・学

が、科

担当者

に出席

査を依

科目担当

者等と教

務・学生

部等／学

部・学科

との間

で、

連絡体制

を構築

担任も

くはゼミ

研究室

教員と

教務・学

生部等

学部・学

科との

で、連絡

体制を

築

6.8 63.3 75.

2.9 60.0 80.
1.2 58.4 63.
3.8 64.5 76.
0.2 68.7 80.
8.1 53.7 83.

生や不登校

面談」の 83.

連絡体制を構

 
もし

ミ・

室の

と

学

等／

学

間

絡

を構

学生相談

のカウン

セラー等

と教務・

学生部等

／学部・

学科との

間で、

連絡体制

を構築

教職員向

けの対応

マニュア

ルを作成

.6 61.2 13.1

.0 71.8 29.4

.6 61.0 9.1

.6 59.6 11.3

.5 52.9 7.9

.3 70.4 20.4

校の学生に

- 9 - 

.5％である他

構築」、「保護

向

応

成

教職員に

対して研

修を実施

学生向け

の啓発の

リーフ

レット等を

作成

16.8 8.4

38.8 22.4
7.8 13.0

14.7 5.7
13.1 4.0
40.7 1.9

対する取組

他、「担任も

護者に連絡」

学生にガ

イダンス

等で説明

学生と面

談

保

連

60.9 83.5

64.7 78.8
55.8 80.5
61.0 84.6
64.7 84.2
42.6 88.9

組 

しくはゼミ

が 7 割を超

保護者に

連絡

ピア・サ

ポートを

活用

休学

を柔

運用

72.5 13.0 3

67.1 29.4 4
64.9 9.1 2
74.4 11.1 3
78.4 4.9 3
94.4 14.8 4

・研究室の教

超えていた。

学制度

軟に

用

進路変更

の相談

学外の

関等と

携、ネッ

ワーク

形成し

いる

7.5 47.5 2.

3.5 55.3 2.
4.7 26.0 0.
8.3 49.2 2.
3.7 50.8 2.
8.1 79.6 7.

（複数回答

教員と教務

 

 

の機

と連

ット

を

して

その他 無回答

.4 6.0 1.1

.4 20.0 2.4

.0 5.2 1.3

.8 4.0 0.9

.1 1.5 0.9

.4 3.7 1.9

答可）

・

 



 

 

 

大学全体で

動としても、

※平成 25 年
除いて調査

【今回（平成

大学全体

国
公
私

短期大学
高等専門学校

大学

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学校

大学

【参考：前回

大学全体

公
私

短期大学
高等専門学校

大学

【参考：前回

大学全体

短期大学
高等専門学校

大学

インター

Ⅲ 就職

大学全体

は「大学全体

、実施してい

年度は教育実
した 

成25年度）調

大学全体で授業科

目として実施

40.

国立 36.
公立 29.
私立 42.

22.
81.

成25年度）調

大学全体で授

目として実

国立
公立
私立

回（平成22年
大学全体で授業

科目として実施

ている

34

国立 27
公立 27
私立 36

18
77

回（平成22年

大学全体

科目として

国立
公立
私立

ーンシップの

職支援・キ

体 

体で授業科目

いない」は

実習・医療実

調査】

科 学部単位で授業科

目として実施

7 34.0

5 65.9
9 29.9
8 29.8
2 28.0
5 16.7

調査】

授業科

実施

学部単位で授業

目として実施

2.7 2

2.7 2
2.5 2
2.7 2
1.5 1
4.0 2

年度）調査】
業

施し

学部単位で授業

科目として実施し

ている

4.8 32.9

7.4 56.0
7.3 29.9
6.9 29.9
8.3 26.4
7.4 15.1

年度）調査】

（実施学年の平

体で授業

て実施

学部単位で

科目として

2.7

3.0
2.4
2.7
1.4
4.0

の実施状況

ャリア支援

目として実施

17.7％であっ

 

 

実習・看護実

 

 

 

大学全体で正課外

活動として実施

学部

活動

29.2

40.0
28.6
27.7
17.0
7.4

業科

施

大学全体で正課外

活動として実施

2.8 2.6

2.9 2.5
2.7 2.5
2.8 2.6
.4 1.5

2.8 4.3

授業科目ではない

が、大学全体とし

て大学が主体とし

て実施している

授業

が、

て大

て実

14.2

8.3
13.0
15.2
11.2
5.7

平均値）

で授業

実施

2.7

2.7
2.7
2.7
1.4
4.0

況 

援 

- 10 - 

施」が 40.7％

った。 

習など、特定

部単位で正課外

動として実施

授業科目

課外活動

実施して

10.0

23.5
5.2
8.7
7.6
1.9

（実施学年の平均値）

外

施

学部単位で正課外

活動として実施

6 2.9

5 2.8
5 2.5
6 2.9
5 1.5
3 4.0

業科目ではない

、学部単位とし

大学が主体とし

実施している

実施して

7.6

9.5
5.2
7.6
7.0
3.8

％と最も高か

 
定の資格取得

目としても正

動としても、

ていない

無回答

17.7

7.1
32.5
17.3
32.8
0.0

ていない 無回答

15.7

9.5
28.6
14.8
38.5
0.0

かった。「授業

 

得を目的とす

 

1.5

1.2
0.0
1.7
1.2
0.0

0.8

1.2
0.0
0.9
0.6
0.0

業科目として

するインター

（複数回答可

ても正課外活

 

ーンシップを

） 

活

を



 

 

 

「開設してい

 

 

 

大学全体で

 

 

 

 

【今回（平

大学全体

短期大学
高等専門学

大学

【今回（平成

大学全体

短期大学 
高等専門学校

大学

必修科目

大学全体

就職支援

いる」割合が

は「職員（常

平成25年度）

国立
公立
私立

学校

成25年度）調
教員（常勤本

4
国立 4
公立 2
私立 4

4
2

目として各学

体 

援に関する担

が最も高かっ

常勤）」が 9

）調査】

開設して

いる

開設

いな

49.5 4

42.4 5
27.3 7
53.6 4
57.4 4
29.6 6

調査】
本務） 教員（常勤兼務

40.1 39
48.2 58
28.6 33
40.4 37
49.2 38
27.8 72

学校種が設

担当者 

たのは短期

    

3.1％で最も

 

設して

ない
無回答

49.8 0.7

57.6 0.0
72.7 0.0
45.6 0.9
42.2 0.3
68.5 1.9

務） 教員（非常勤）

9.6 13.
8.8 32.
3.8 3.
7.6 11.
8.6 9.
2.2 9.

設定したキ

- 11 - 

期大学の 57.4

 

 

も高く、次に

【参考：前

7

0
0
9
3
9

大学全体

短期大学
高等専門

大学

職員（常勤）

.1 93.1

.9 95.3

.9 89.6

.4 93.2

.4 89.7

.3 72.2

ャリア科目

4％であり、次

に「職員（非

前回（平成22

体

国立
公立
私立

学
門学校

職員（非常勤）

53.2
3 81.2
6 54.5
2 48.9
7 40.1
2 44.4

目の開設状

次いで大学全

常勤）」が 5

2年度）調査

開設して

いる

開

36.3

36.9
22.1
38.2
39.0
13.2

その他 い

17.1
30.6
7.8

16.3
9.7
7.4

況 

（複数

全体の 49.5％

 

53.2％となっ

 

査】

開設して

いない
無回答

62.9 0

61.9 1
77.9 0
60.9 0
60.4 0
86.8 0

いない 無

1.5
1.2
2.6
1.4
0.0
0.0

数回答可） 

％であった。

 

 

っている。

 

答

0.8

1.2
0.0
0.9
0.6
0.0

回答

0.7
0.0
1.3
0.7
0.3
0.0

 



 

 

 

大学全体で

の就職・キ

 

 

 

大学全体で

事担当経験者

 

 

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学校

大学

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学校

大学

専門的な

学外から

大学全体

大学全体

は「キャリア

ャリア関係の

は学外から採

者」が 35.9

成25年度）調
キャリアコ

ンサルタン

ト等の資格

を取得した

者

59.7
国立 68.2
公立 42.9
私立 60.7

41.6
11.1

成25年度）調
企業等の

人事担当

経験者

就

関

等

者

35.9

国立 42.4
公立 28.6
私立 35.9

24.3
9.3

な訓練を受

ら採用・配置

体 

体 

アコンサルタ

の研修会を受

採用・配置し

％、「就職支

調査】
JASSO等

の就職・

キャリア関

係の研修会

を受講した

者

その他

43.6 6
61.2 7
40.3 6
41.4 6
36.2 6
33.3 0

調査】
就職支援

関連企業

等の経験

者

卒業生 その

25.0 16.6

34.1 27.1
13.0 7.8
25.3 16.3
16.4 14.3
3.7 3.7

けた担当者

置している

タント等の資

受講した者」

     

している担当

支援関連企業

     

いない 無

6.4 23.8
7.1 14.1
6.5 39.0
6.2 23.2
6.7 34.7
0.0 63.0

の他 いない 無回

20.0 39.8

32.9 28.2
15.6 49.4
18.7 40.2
16.4 51.1
11.1 79.6

者 

る担当者 
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資格を取得し

が 43.6％で

    

  

当者は「いな

業等の経験者

    

   

回答

1.6
1.2
0.0
1.9
2.1
0.0

回答

1.8

1.2
1.3
1.9
1.2
0.0

した者」が 5

であった。

ない」が 39.

者」が 25.0％

9.7％で最も

8％で最も高

％の順となっ

も高く、次に

高く、次に

っている。 

（複数回答可

（複数回答可

「JASSO 等

 

「企業等の人

 

可）

可）

等

人



 

 

 

大学全体で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学

大学

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学

大学

就職ガイ

大学全体

は「全学で実

成25年度）調

国立
公立
私立

学校

成25年度）調

国立
公立
私立

学校

イダンス・セ

体 

実施している

調査】

全学で実

施している

学

で

い

84.6

92.9
76.6
84.4
82.7
92.6

調査】

（実施学年

大学全体で

実施

2.8

2.8
2.8
2.9
1.5
3.7

セミナー等

る」が 84.6％

 

 

学部単位

で実施して

いる

実施

ない

21.2

45.9
26.0
17.0
21.0
9.3

年の平均値）

学部単位で

実施

3.0

2.9
3.0
3.1
1.7
3.2

等の実施状況

- 13 - 

％であった。

してい 無回答

5.8 0

5.9 0
6.5 0
5.7 0
3.0 0
3.7 0

況 

次に「学部

 

.5

.0

.0

.7

.3

.0

部単位で実施施している」

（複数回答可

が 21.2％で

 
可）

で



 

 

 

各学校種で

校が 7.2 回で

 

 

 

短期大学が

【今回（平成

卒業年次の

大学全体

短期大学
高等専門学

大学

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学

大学

卒業年次

卒業生の

は「実施して

で最も高かっ

「実施してい

成25年度）調

の学生全員に

国立
公立
私立

学校

成25年度）調

国立
公立
私立

学校

次の学生全員

現況調査の

ている」が

った。 

いる」割合が

調査】

に対する調査

実施して

いる

実施

いな

93.5 5

96.5 3
94.8 3
92.9 6
93.9 5
90.7 9

調査】

実施して

いる

実

い

30.7

31.8
24.7
31.4
40.7
9.3

員に対する

の実施 

9 割を超え

          

が 40.7％で最

     

査の実施

施して

ない
無回答

5.5 0.9

3.5 0.0
3.9 1.3
6.1 1.0
5.8 0.3
9.3 0.0

実施して

いない
無回

68.1 1

68.2 0
74.0 1
67.2 1
58.1 1
88.9 1

る調査の実施

- 14 - 

ていた。実施

  

 

最も高かった

   

 

【今回（平

実施して

大学全体

短期大学
高等専門

大学

【参考

答

.2

0.0
.3
.4
.2
.9

大学全

短期大
高等専

大学

施 

施している場

た。 

平成25年度）

ている場合の

体

国立
公立
私立

学
門学校

：前回（平成

全体

国
公
私

大学
専門学校

場合の年間の

）調査】

の年間の平均

平均回数

3.1

立 4.0
立 3.1
立 3.0

2.5
7.2

成22年度）調

実施し

いる

27

国立 23
公立 29
私立 28

35
15

の平均回数は

 

 

 

均回数

数

1

0
1
0
5
2

査】

して 実施して

いない

.9 71.1

.8 76.2

.9 70.1

.3 70.5

.9 63.5

.1 84.9

は高等専門学

 

 

無回答

1.0

0.0
0.0
1.2
0.6
0.0

学



 

 

大学全体で

「未就職者

 

 

大学全体で

が 74.6％、

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学校

大学

【今回（平成

大学全体

短期大学
高等専門学校

大学

卒業生に

学外の就

大学全体

大学全体

は「未就職者

に求人情報を

は「国や自治

「地元の経営

成25年度）調
未就職者

からの就

職相談

85.

国立 88.
公立 76.
私立 86.

89.
校 42.

成25年度）調
国や自

治体主

体の就

職支援

組織・団

体

就

援

企

83.6

国立 87.1
公立 79.2
私立 83.7

86.0
55.6

に対する支援

就職支援組織

体 

体 

者からの就職

を提供」が

治体主体の就

営組織・団体

調査】
者

就

離職者か

らの就職

相談

未就

に能

発や

取得

講座

放

9 80.0 1

2 78.8 1
6 70.1
8 81.5 1
1 90.0
6 50.0

調査】
就職支

援関連

企業

地元の

経営組

織・団

体・企業

大

学

の

会

74.6 56.0

85.9 60.0
74.0 49.4
73.0 56.3
57.1 41.6
46.3 38.9

援の状況 

織・団体と

職相談」が 85

77.8％の順と

 

就職支援組織

体・企業」が

     

就職者

能力開

や資格

得等の

座を開

離職者に

能力開発

や資格取

得等の講

座を開放

未

に

報

11.5 7.3

15.3 12.9
6.5 3.9

11.6 6.9
6.7 5.8
3.7 3.7

大学や

学部等

の同窓

会組織

資格取

得のため

の専門

学校・ス

クール

そ

31.1 35.2

56.5 28.2
29.9 32.5
27.6 36.6
14.3 22.5
20.4 3.7

と連携して
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5.9％で最も

となっている

織・団体」が

が 56.0％の順

     

未就職者

に求人情

報を提供

離職者に

求人情報

を提供

77.8 67.0

87.1 68.2
54.5 45.5
79.5 69.7
79.3 73.6
22.2 18.5

その他 実施して

いない

無

6.1 8.0

14.1 8.2
3.9 10.4
5.2 7.6
4.6 6.4
3.7 16.7

いる就職支

高く、次に

る。 

83.6％で最

順となってい

   

  

に

報

その他 無回答

9.6 6

12.9 7
14.3 9
8.5 5
6.1 3

16.7 29

回答

1.8

1.2
1.3
1.9
1.2
1.9

支援 

「離職者から

 

も高く、次に

いる。 

答

6.4

7.1
9.1
5.9
3.0
9.6

らの就職相談

に「就職支援

（複数回答可

（複数回答可

談」が 80.0％、

 

援関連企業」

 

可）

可）

、


